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凡例
・ 本資料は、愛知県美術館が所蔵する藤井達吉コレクションFT436《絵巻「知立のかきつばた」》
の解読である。

・ 今回、愛知県美術館友の会　所蔵品管理サポート部会有志の協力を得て解読を行い、その成果
をまとめた。

・ 構成は、上段に絵巻を配し、下段にくずし字の読み下し文、その下にかっこ書きで現代仮名遣
い文を添えた。

・ 解読に携わったのは下記のとおりである。（五十音順、敬称略）

荻野孝
加藤喜美代
丹阿弥彰子
平松章子
武藤和子
村尾哲

編集　高木久子　 脇屋佳秀子

FT436《絵巻「知立のかきつばた」》の基礎調査は愛知県美術館の中西園子、平瀬礼太が行い、
高木久子、脇屋佳秀子が調査補助を行った。

藤井達吉の文を解読するにあたり、多大なご協力を賜りました愛知県美術館友の会所蔵品管理サ
ポート部会の有志の皆様および碧南市藤井達吉現代美術館の土生和彦氏に、心から御礼申し上げ
ます。

藤井達吉コレクションFT436
《絵巻「知立のかきつばた」》解読

（41）
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地
鯉
附
の
奥
に
（
地
鯉
附
の
奥
に
）

か
き
都つ

婆ば

堂た

の
（
か
き
つ
ば
た
の
）

元
種
の
天
然
記
念
（
元
種
の
天
然
記
念
）

尓に

保ほ

古ご

さ
連れ

を
留る

を
（
に
保
護
さ
れ
お
る
を
）

き
ゝ
天て

知
友
二
三
登と

（
聞
き
て
知
友
二
三
と
）

た
川づ

祢ね

五
町
歩
あ
ま
（
た
ず
ね
五
町
歩
あ
ま
）

り
の
池
に
人
工
の
な
（
り
の
池
に
人
工
の
な
）

き
自
然
の
あ
り
の
ま
（ゝ
き
自
然
の
あ
り
の
ま
ま
）

な
留る

を
八
ツ
は
し
（
な
る
を
八
橋
）

な
登ど

の
伝
説
を
（
な
ど
の
伝
説
を
）

お
も
非ひ

天て

来き

ゝ
尓に

（
思
い
て
聞
き
に
）

於お

も
非ひ

の
末ま

ゝ
尓に

（
思
い
の
ま
ま
に
）

見み

堂た

り
け
れ
ば
（
見
た
り
け
れ
ば
）

写
生
も
な
九く

お
も
（
写
生
も
な
く
思
）

悲ひ

傳で

の
末ま

ゝ
に
か
（
い
出
の
ま
ま
に
書
）

き
都つ

具ぐ

（
き
継
ぐ
）

所そ

の
む
可か

し
（
そ
の
昔
）

　
　
　
八や

つ
波は

し
毛も

（
八
橋
も
）

　
閑か

九く

所ぞ

あ
羅ら

牟む

登と

（
か
く
ぞ
あ
ら
ん
と
）

東と

母も

登と

可か

堂た

り
都つ

（
友
と
語
り
つ
）

　
　
　
見み

礼れ

盤ば

（
見
れ
ば
）

　
　
　
　
　
　
當た

ぬ
（
楽
）

　
　
　
　
　
　
　
し
裳も

（
し
も
）

お
も
非ひ

を
所ぞ

（
思
い
を
ぞ
）

　
　
　
ち
東と

世せ

の
（
千
年
の
）

　
　
　
　
む
可か

し
　
に
（
昔

　
に
）

　
　
閑か

邊へ

利り

（
帰
り
）

　
　
　
希け

里り

（
け
り
）

な
り
非ひ

羅ら

大
人
の
（
業
平
大
人
の
）

　
　
見み

之し

盤は

（
見
し
は
）

　
　
　
　
古こ

の
波は

奈な

（
こ
の
花
）
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な
利り

非ひ

羅ら

の
（
業
平
の
）

　
　
　
　
大
人
も
（
大
人
も
）

　
　
い
か
に

　
面め

傳で

都つ

（
如
何
に

　
愛
で
つ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅ら

無む

（
ら
ん
）

春す

駕が

堂た

の
（
姿
の
）

　
　
あ
王わ

礼れ

（
哀
れ
）

　
有う

川つ

久く

し
来き

（
美
し
き
）

　
　
　
　
　
可か

難な

（
か
な
）

千
年
の
（
千
年
の
）

　
　
む
可か

し
（
昔
）

　
　
　
　
於お

も
非ひ

都つ

（
思
い
つ
）

　
か
来き

都つ

婆ば

堂た

（
か
き
つ
ば
た
）

　
　
　
波は

那な

を
（
花
を
）

　
　
　
　
見み

川つ

ゝ
（
見
つ
つ
）

い
希け

を
（
池
を
）

　
　
万ま

波は

連れ

類る

（
廻
れ
る
）

波は

流る

可か

尓に

母も

（
遙
か
に
も
）

　
非ひ

登と

波は

奈な

（
一
花
）

　
　
　
散さ

け
留る

（
咲
け
る
）

い
東と

之し

散さ

餘よ

（
愛
し
さ
よ
）

　
　
む
羅ら

さ
支き

（
紫
）

　
　
　
　
尓に

本ほ

布ふ

（
匂
う
）

　
非ひ

東と

李り

　
波は

那な

連れ

（
一
人

　
離
れ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
弖て

（
て
）

い
け
の
へ
を
（
池
の
辺
を
）

　
　
末ま

波は

李り

（
廻
り
）

　
　
　
　
萬ま

王わ

（
廻
）

　
　
　
　
　
　
梨り

天て

（
り
て
）

見み

川つ

ゝ
遊ゆ

九く

（
見
つ
つ
行
く
）

　
　
非ひ

東と

李り

し
（
一
人
し
）

　
　
　
　
遊ゆ

け
盤ば

（
行
け
ば
）
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堂た

ぬ
し
（
楽
し
）

　
　
　
可か

り
（
か
り
）

　
　
　
　
鶏け

利り

（
け
り
）

以い

丹に

し
へ
の
（
い
に
し
え
の
）

　
　
　
久く

散さ

万ま

久く

羅ら

（
草
枕
）

　
　
　
　
　
　
　
し
天て

（
し
て
）

　
　
見み

丹に

川つ

良ら

無む

（
見
に
つ
ら
ん
）

　
　
　
　
美み

ち
の
へ
二
（
道
の
辺
に
）

　
　
　
　
　
　
　
散さ

久く

（
咲
く
）

　
　
可か

起き

都つ

婆ば

堂た

の
（
か
き
つ
ば
た
の
）

　
　
　
　
　
　
　
波は

那な

（
花
）

美み

可か

和わ

ち
を
（
三
河
路
を
）

　
　
久く

散さ

萬ま

久く

良ら

（
草
枕
）

　
　
　
　
し
天て

（
し
て
）

　
　
　
堂た

非び

許ご

呂ろ

裳も

（
旅
衣
）

　
有う

支き

許こ

東と

（
憂
き
こ
と
）

　
　
　
和わ

春す

礼れ

（
忘
れ
）

　
　
　
　
見み

し
や
（
見
し
や
）

　
　
　
　
　
許こ

の
波は

奈な

（
こ
の
花
）

布ふ

流る

散さ

東と

を
（
故
郷
を
）

　
　
　
古こ

非ひ

都つ

ゝ
（
恋
い
つ
つ
）

　
　
　
　
見み

川つ

（
見
つ
）

　
　
　
　
　
羅ら

牟む

（
ら
ん
）

　
可か

起き

川つ

婆ば

太た

（
か
き
つ
ば
た
）

　
　
　
布ふ

流る

起き

（
古
き
）

　
　
　
　
堂た

非び

祢ね

の
（
旅
寝
の
）

　
を
も
本ほ

遊ゆ

留る

（
思
お
ゆ
る
）

　
　
　
　
　
　
可か

那な

（
か
な
）
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久く

散さ

万ま

久く

羅ら

（
草
枕
）

　
　
　
許こ

の
（
こ
の
）

　
　
　
　
い
希け

（
池
）

　
　
　
　
　
の
へ
に
（
の
辺
に
）

い
祢ね

川つ

羅ら

牟む

（
居
寝
つ
ら
ん
）

　
む
可か

し
（
昔
）

　
　
志し

ぬ
非び

都つ

（
偲
び
つ
）

希け

布ふ

を
（
今
日
を
）

　
閑か

太た

（
語
）

　
　
　
類る

母も

（
る
も
）

　
野の

堂だ

天て

（
野
点
）

　
　
　
し
弖て

（
し
て
）

　
　
　
む
か
志し

（
昔
）

　
　
　
之し

ぬ
非び

都つ

（
偲
び
つ
）

可か

堂た

李り

　
川つ

ゝ
（
語
り

　
つ
つ
）

　
　
許こ

の
（
こ
の
）

　
　
　
閑か

起き

（
か
き
）

　
　
　
　
　
都つ

婆ば

太た

の
（
つ
ば
た
の
）

奈な

都つ

可か

し
支き

可か

難な

（
懐
か
し
き
か
な
）

を
非ひ

東と

裳も

東と

（
老
い
友
と
）

気け

布ふ

能の

（
今
日
の
）

　
　
非ひ

登と

日ひ

農の

（
一
日
の
）

堂た

ぬ
之し

か
李り

（
楽
し
か
り
）

　
　
　
　
鶏け

李り

（
け
り
）

い
け
の
へ
を
（
池
の
辺
を
）

　
　
　
ま
は
理り

（
廻
り
）

　
　
　
　
万ま

波は

里り

轉て

（
廻
り
て
）

見み

留る

者は

（
見
る
は
）

　
　
太た

ぬ
（
楽
）

　
　
　
し
裳も

（
し
も
）
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許こ

非ひ

都つ

ゝ
も
（
恋
い
つ
つ
も
）

　
　
気け

布ふ

（
今
日
）

　
　
　
古こ

ゝ
尓に

（
こ
こ
に
）

　
堂た

川づ

年ね

来き

し
（
訪
ね
来
し
）

加か

記き

都つ

の
（
か
き
つ
の
）

　
　
波は

奈な

能の

（
花
の
）

見み

礼れ

者ば

（
見
れ
ば
）

　
有う

礼れ

し
起き

（
嬉
し
き
）

い
気け

の
へ
を
（
池
の
辺
を
）

　
　
め
倶ぐ

り
（
巡
り
）

　
　
　
免め

く
李り

弖て

（
巡
り
て
）

加か

起き

川つ

波ば

堂た

（
か
き
つ
ば
た
）

　
　
　
閑か

太た

里り

（
語
り
）

　
　
　
　
加か

堂た

連れ

盤ば

（
語
れ
ば
）

　
　
太た

ぬ
し
支き

も
の
を
（
楽
し
き
も
の
を
）

お
も
非ひ

支き

や
（
思
い
き
や
）

　
　
堂た

川づ

祢ね

（
訪
ね
）

　
　
　
　
来き

ぬ
（
き
ぬ
）

　
　
　
　
　
天て

布ふ

（
ち
ょ
う
）

奈な

尓に

（
名
に
）

　
し
あ
布ふ

（
し
お
う
）

　
　
加か

岐き

都つ

の
（
か
き
つ
の
）

　
　
　
　
　
波は

奈な

を
（
花
を
）

　
遊ゆ

面め

登と

（
夢
と
）

　
　
見み

天て

を
理り

（
見
て
お
り
）

夢
奈な

礼れ

や
（
夢
な
れ
や
）

　
い
農の

ち
奈な

礼れ

や
（
命
な
れ
や
）
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東と

し
堂た

け
天て

（
年
長
け
て
）

　
ち
里り

布ふ

の
（
知
立
の
）

　
　
　
　
　
を
久く

二に

（
奥
に
）

堂た

川づ

祢ね

来き

ぬ
（
訪
ね
来
ぬ
）

　
　
　
　
天て

布ふ

（
ち
ょ
う
）

夢
の
世
を
（
夢
の
世
を
）

　
遊ゆ

面め

の
（
夢
の
）

　
　
許ご

東と

九く

二に

（
如
く
に
）

閑か

支き

都つ

婆ば

太た

（
か
き
つ
ば
た
）

　
波は

奈な

東と

（
花
と
）

　
　
閑か

堂た

李り

川つ

（
語
り
つ
）

遊ゆ

め
を
（
夢
を
）

　
　
　
見み

類る

（
見
る
）

　
　
　
　
　
可か

那な

（
か
な
）

誰だ

礼れ

（
誰
）

　
　
可か

礼れ

盤は

（
彼
は
）

　
い
か
尓に

見み

留る

（
い
か
に
見
る
）

　
　
　
　
　
東と

裳も

（
と
も
）

　
非ひ

登と

の
世
を
（
人
の
世
を
）

万ま

堂た

あ
布ふ

へ
（
ま
た
会
う
べ
）

　
　
　
　
し
登と

（
し
と
）

　
お
も
波は

（
思
わ
）

　
　
　
散ざ

り
勢せ

婆ば

（
ざ
り
せ
ば
）

奈な

尓に

気げ

奈な

九く

（
何
気
な
く
）

　
　
奈な

美み

駄だ

（
涙
）

　
　
　
ぬ
倶ぐ

非ひ

ぬ
（
拭
い
ぬ
）

茶ち
ゃ

王わ

無む

（
茶
碗
）

　
　
裳も

ち
弖て

（
持
ち
て
）
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許こ

礼れ

の
（
こ
れ
の
）

　
　
　
奈な

己ご

李り

（
な
ご
り
）

　
　
　
　
も
へ
盤ば

（
思
え
ば
）

　
波は

迦か

那な

志し

（
は
か
な
し
）

さ
羅ら

盤ば

（
さ
ら
ば
）

　
　
散さ

良ら

波ば

（
さ
ら
ば
）

　
い
へ
地ぢ

尓に

（
家
路
に
）

　
　
　
　
遊ゆ

可か

無む

（
行
か
ん
）

希け

布ふ

　
非ひ

東と

日ひ

（
今
日

　
一
日
）

　
夢
の
又
（
夢
の
又
）

　
　
　
遊ゆ

面め

（
夢
）

　
　
由ゆ

め
能の

（
夢
の
）

　
　
　
ま
堂た

（
ま
た
）

　
　
　
　
由ゆ

免め

（
夢
）

け
布ふ

の
日
を
い
の
地ち

（
今
日
の
日
を
命
）

　
　
　
　
　
　
　
堂た

万ま

い
天て

（
賜
い
て
）

　
　
あ
連れ

婆ば

許こ

所そ

（
あ
れ
ば
こ
そ
）

　
堂た

川づ

祢ね

来き

ぬぬ

天て

布ふ

（
訪
ね
来
ぬ
ち
ょ
う
）

　
　
　
夢
奈な

羅ら

（
夢
な
ら
）

　
　
　
　
　
奈な

久く

二に

（
な
く
に
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三

 

達
翁
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